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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月9日(2008.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬物の皮膚送達用の接着性外皮形成製剤であって：
　ａ）薬物；
　ｂ）ｉ）１以上の揮発性溶媒を含む揮発性溶媒系、及び
　ｉｉ）１以上の不揮発性溶媒を含む不揮発性溶媒系（ここで、不揮発性溶媒系は、薬物
が持続期間の時間にわたり治療上有効な速度で送達可能であるように、薬物に関して作用
可能な溶解度の範囲内にある溶解度を有する）を含んでなる溶媒担体；並びに
　ｃ）外皮（peel）形成剤を含んでなり、揮発性溶媒系の蒸発に先立つ皮膚面への適用及
び接着に適した粘度を有し、そして皮膚面へ適用されると、揮発性溶媒系の少なくとも一
部の蒸発後に固化する剥皮可能（peelable）層を形成し、ここで薬物は、揮発性溶媒系が
実質的に蒸発した後で送達され続ける、前記製剤。
【請求項２】
　不揮発性溶媒系が前記外皮形成剤の可塑剤として作用する、請求項１に記載の製剤。
【請求項３】
　前記揮発性溶媒系が水と、水より揮発性の大きい少なくとも１つの溶媒を含み、エタノ
ール、イソプロピルアルコール、酢酸エチル、アセトン、及びこれらの混合物からなる群
より選択される、請求項１に記載の製剤。
【請求項４】
　不揮発性溶媒系が、作用可能な溶解度の範囲内にある溶解度を薬物に提供する、一緒に
混合される多数の不揮発性溶媒を包含する、請求項１に記載の製剤。
【請求項５】
　不揮発性溶媒系が、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有す
るポリエチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油
、蜂蜜、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキ
シエチレン誘導体、飽和ポリグリコール化（polyglycolyzed）Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、
ポリオキシエチル化脂肪酸グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリス
チン酸イソプロピル、オレイン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイ
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ン酸、オレイルアルコール、イソステアリン酸、中鎖脂肪酸を含めた脂肪酸、及びこれら
の混合物からなる群より選択される１以上の溶媒を含む、請求項１に記載の製剤。
【請求項６】
　外皮形成剤が、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カラゲナン、ゼラチン
、デキストリン、グアーゴム、キサンタンゴム、約５，０００ＭＷより大きい重量平均分
子量を有する酸化ポリエチレン、デンプン、セルロース誘導体、ヒドロキシエチルセルロ
ース、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース
、メチルビニルエーテル及び無水マレイン酸の共重合体、ポリビニルアルコール－ポリエ
チレングリコール共重合体、メタクリレート重合体、メタクリル酸及びメタクリレートを
ベースとする共重合体（ポリ（メタクリル酸）共重合体が含まれる）、メチルメタクリレ
ート共重合体、メタクリル酸－アクリル酸エチル共重合体、及びこれらの組合せからなる
群より選択される、請求項１に記載の製剤。
【請求項７】
　薬物が、ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡ
ＩＤ）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；
リドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキ
サメタゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノ
ール、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、ペンシクロビル、
ファンシクロビル、バラシクロビルステロイド、及びベヘニルアルコールを含めた抗ウイ
ルス薬；及びこれらの組合せからなる群より選択される、請求項１に記載の製剤。
【請求項８】
　薬物がヘルペス感染症を治療するためのステロイドである、請求項１に記載の製剤。
【請求項９】
　薬物が口唇ヘルペスを治療するための薬物である、請求項１に記載の製剤。
【請求項１０】
　薬物が性器いぼを治療するための薬物である、請求項１に記載の製剤。
【請求項１１】
　薬物が筋骨格疼痛を治療するための薬物である、請求項１に記載の製剤。
【請求項１２】
　薬物が抗真菌薬である、請求項１に記載の製剤。
【請求項１３】
　抗真菌薬が、シクロピロクス、イミダゾール、ミコナゾール、クロトリマゾール、エコ
ナゾール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、スルコナゾール、及びブテナフィン、ナ
フチフィン、及びテルビナフィンを含めたアリルアミン誘導体、並びにこれらの組合せか
らなる群より選択される、請求項１２に記載の製剤
【請求項１４】
　薬物が抗ウイルス薬である、請求項１に記載の製剤。
【請求項１５】
　抗ウイルス薬が、アシクロビル、トリフルリジン、イドクスウリジン、ペンシクロビル
，ファンシクロビル、シドフォビル、ガンシクロビル、バラシクロビル、アシクロビル、
ポドフィロクス、ポドフィロトキシン、リバビリン、アバカビル、デラビルジン、ジダノ
シン、エファビレンツ、ラミブジン、ネビラピン、スタブジン、ザルシタビン、ジドブジ
ン、アンプレナビル、インジナビル、ネルフィナビル、リトナビル、サキナビル、アマン
タジン、インターフェロン、オセルタミビル、リバビリン、リマンタジン、ザナミビル、
及びこれらの組合せからなる群より選択される、請求項１４に記載の製剤。
【請求項１６】
　固化する剥皮可能層が十分に柔軟であり、ヒトの関節で皮膚へ適用されるときに、固化
する剥皮可能層は、関節の屈曲時にも皮膚上で実質的にそこなわれない（intact）ままで
あるように皮膚へ接着する、請求項１に記載の製剤。
【請求項１７】
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　前記剥離可能製剤が、前記固化する剥離可能層の形成後少なくとも２時間の間は実質的
に一定の速度で薬物を送達するように構成された、請求項１に記載の製剤。
【請求項１８】
　前記剥離可能製剤が、前記固化する剥離可能層の形成後少なくとも８時間の間は実質的
に一定の速度で薬物を送達するように構成された、請求項１に記載の製剤。
【請求項１９】
　不揮発性溶媒系の外皮形成剤に対する重量比が約０．２：１～約１．２：１である、請
求項１に記載の製剤。
【請求項２０】
　揮発性溶媒系がヒト皮膚刺激を引き起こすことが可能であり、前記不揮発性溶媒系の少
なくとも１つの不揮発性溶媒がその皮膚刺激を抑えることが可能である、請求項１に記載
の製剤。
【請求項２１】
　皮膚刺激を抑えることが可能な不揮発性溶媒が、グリセリン、プロピレングリコール、
及び蜂蜜からなる群より選択される、請求項２０に記載の製剤。
【請求項２２】
　固化する剥離可能層が、標準の皮膚及び周囲条件下での皮膚面への適用の１５分以内に
形成される、請求項１に記載の製剤。
【請求項２３】
　固化する剥離可能層が、標準の皮膚及び周囲条件下での皮膚面への適用の４分以内に形
成される、請求項１に記載の製剤。
【請求項２４】
　約１００～約３，０００，０００センチポアズの皮膚適用前の初期粘度を有する、請求
項１に記載の製剤。
【請求項２５】
　揮発性溶媒系の重量百分率が約４重量％～約３０重量％である、請求項１に記載の製剤
。
【請求項２６】
　皮膚薬物送達用の接着性外皮形成製剤を調製する方法であって：
　ａ）皮膚送達に適した薬物を選択すること；
　ｂ）薬物に関して作用可能な溶解度の範囲内にある溶解度を有する１つの不揮発性溶媒
から本質的になる不揮発性溶媒系を選択すること；及び
　ｃ）薬物と不揮発性溶媒系を、外皮形成剤と少なくとも１つの揮発性溶媒を含む揮発性
溶媒系がさらに含まれる接着性外皮形成製剤へ製剤化することを含んでなり、前記接着性
外皮形成製剤は、揮発性溶媒系の蒸発に先立つ皮膚面への適用に適した粘度を有し、そし
てここで該製剤は、皮膚面へ適用されると、揮発性溶媒系の少なくとも一部が蒸発した後
で固化する剥離可能層を形成し、そしてここで薬物は、揮発性溶媒系が実質的に蒸発した
後で、治療上有効な速度で送達され続ける、前記方法。
【請求項２７】
　薬物が、ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡ
ＩＤ）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；
リドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキ
サメタゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノ
ール、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、トリフルリジン、
イドクスウリジン、ペンシクロビル，ファンシクロビル、シドフォビル、ガンシクロビル
、バラシクロビル、アシクロビル、ポドフィロクス、ポドフィロトキシン、リバビリン、
アバカビル、デラビルジン、ジダノシン、エファビレンツ、ラミブジン、ネビラピン、ス
タブジン、ザルシタビン、ジドブジン、アンプレナビル、インジナビル、ネルフィナビル
、リトナビル、サキナビル、アマンタジン、インターフェロン、オセルタミビル、リバビ
リン、リマンタジン、ザナミビル、及びこれらの組合せを含めた抗ウイルス薬；シクロピ
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ロクス、イミダゾール、ミコナゾール、クロトリマゾール、エコナゾール、ケトコナゾー
ル、オキシコナゾール、スルコナゾール、及びブテナフィン、ナフチフィン、及びテルビ
ナフィンのようなアリルアミン誘導体を含めた抗真菌薬、並びにこれらの組合せからなる
群より選択される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　不揮発性溶媒が、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有する
ポリエチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油、
蜂蜜、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキシ
エチレン誘導体、飽和ポリグリコール化Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、ポリオキシエチル化脂
肪酸グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリスチン酸イソプロピル、
オレイン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイン酸、オレイルアルコ
ール、イソステアリン酸、脂肪酸、及び中鎖脂肪酸からなる群より選択される、請求項２
６に記載の方法。
【請求項２９】
　皮膚薬物送達用の接着性外皮形成製剤を調製する方法であって：
　ａ）皮膚送達に適した薬物を選択すること；
　ｂ）不揮発性溶媒系における薬物の溶解度を作用可能な溶解度の範囲内に位置づける比
に従って少なくとも２つの不揮発性溶媒を選択することによって不揮発性溶媒系を形成す
ること；及び
　ｃ）薬物と不揮発性溶媒系を、外皮形成剤と少なくとも１つの揮発性溶媒を含む揮発性
溶媒系がさらに含まれる接着性外皮形成製剤へ製剤化することを含んでなり、前記接着性
外皮形成製剤は、揮発性溶媒系の蒸発に先立つ皮膚面への適用に適した粘度を有し、そし
てここで該製剤は、皮膚面へ適用されると、揮発性溶媒系の少なくとも一部が蒸発した後
で固化する剥離可能層を形成し、そしてここで薬物は、揮発性溶媒系が実質的に蒸発した
後で、治療上有効な速度で送達され続ける、前記方法。
【請求項３０】
　薬物が、ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡ
ＩＤ）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；
リドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキ
サメタゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノ
ール、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、ペンシクロビル、
ファンシクロビル、バラシクロビルステロイド、及びベヘニルアルコールを含めた抗ウイ
ルス薬；及びこれらの組合せからなる群より選択される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　不揮発性溶媒系が、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有す
るポリエチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油
、蜂蜜、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキ
シエチレン誘導体、飽和ポリグリコール化Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、ポリオキシエチル化
脂肪酸グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリスチン酸イソプロピル
、オレイン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイン酸、イソステアリ
ン酸、脂肪酸、及び中鎖脂肪酸、並びにこれらの混合物の群より選択されるメンバーを包
含する、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　薬物を送達するための固化する剥離可能層であって：
　ａ）薬物；
　ｂ）１以上の不揮発性溶媒を有する不揮発性溶媒系（ここで、不揮発性溶媒系は、薬物
が少なくとも２時間の間治療上有効な速度で送達可能であるように、作用可能な溶解度の
範囲を薬物に提供する）；及び
　ｃ）外皮形成剤を含んでなり、ここで裂けることも割れることも伴わずに、少なくとも
１つの方向において１０％まで伸びることができる、前記剥離可能層。
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【請求項３３】
　不揮発性溶媒系が外皮形成剤の可塑剤として作用する、請求項３２に記載の固化する剥
離可能層。
【請求項３４】
　不揮発性溶媒系が、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有す
るポリエチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油
、蜂蜜、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキ
シエチレン誘導体、飽和ポリグリコール化Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、ポリオキシエチル化
脂肪酸グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリスチン酸イソプロピル
、オレイン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイン酸、イソステアリ
ン酸、脂肪酸、及び中鎖脂肪酸、並びにこれらの混合物の群より選択されるメンバーを包
含する、請求項３２に記載の固化する剥離可能層。
【請求項３５】
　外皮形成剤が、デキストリン、グアーゴム、キサンタンゴム、約５，０００ＭＷより高
い重量平均分子量を有する酸化ポリエチレン、デンプン、セルロース誘導体、ヒドロキシ
エチルセルロース、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、メタクリル酸重合体、メタクリル酸－アクリル酸エチル共重合体、ポリビ
ニルアルコール－ポリエチレングリコール共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン、カラゲナン、ゼラチン、デキストリン、グアーゴム、キサンタンゴム、酸化
ポリエチレン、デンプン、セルロース誘導体、メチルビニルエーテル及び無水マレイン酸
の共重合体、及びこれらの混合物からなる群より選択されるメンバーを包含する、請求項
３２に記載の固化する剥離可能層。
【請求項３６】
　薬物が、ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡ
ＩＤ）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；
リドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキ
サメタゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノ
ール、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、トリフルリジン、
イドクスウリジン、ペンシクロビル，ファンシクロビル、シドフォビル、ガンシクロビル
、バラシクロビル、ポドフィロクス、ポドフィロトキシン、リバビリン、アバカビル、デ
ラビルジン、ジダノシン、エファビレンツ、ラミブジン、ネビラピン、スタブジン、ザル
シタビン、ジドブジン、アンプレナビル、インジナビル、ネルフィナビル、リトナビル、
サキナビル、アマンタジン、インターフェロン、オセルタミビル、リバビリン、リマンタ
ジン、ザナミビルを含めた抗ウイルス薬；シクロピロクス、イミダゾール、ミコナゾール
、クロトリマゾール、エコナゾール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、スルコナゾー
ル、及びブテナフィン、ナフチフィン、及びテルビナフィンを含めたアリルアミン誘導体
を含めた抗真菌薬、並びにこれらの組合せからなる群より選択される、請求項３２に記載
の固化する剥離可能層。
【請求項３７】
　薬物の皮膚送達のための接着性外皮形成製剤であって：
　ａ）薬物；
　ｂ）外皮形成剤；並びに
　ｃ）ｉ）１以上の揮発性溶媒を含む揮発性溶媒系、及び
　ｉｉ）１以上の不揮発性溶媒を含む不揮発性溶媒系を含んでなる溶媒担体を含んでなり
、皮膚面へ適用されるとき、接触面を有する固化する剥離可能層を形成し、前記接触面は
第一の領域寸法を有し、前記固化する剥離可能層は、第一の領域寸法が、裂けること、割
れること、又は皮膚面から分離することなしに、第一の領域寸法より１０％大きい第二の
領域寸法まで伸ばされることが可能であるように延伸可能であり；そしてここで、前記固
化する剥離可能層の形成の後で、そして揮発性溶媒系が実質的に蒸発した後で、薬物は、
治療上有効な速度で送達され続ける、前記接着性外皮形成製剤。
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【請求項３８】
　前記揮発性溶媒系が、水、エタノール、イソプロピルアルコール、酢酸エチル、アセト
ン、及びこれらの混合物からなる群より選択されるメンバーを包含する、請求項３７に記
載の製剤。
【請求項３９】
　不揮発性溶媒系が、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有す
るポリエチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油
、蜂蜜、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキ
シエチレン誘導体、飽和ポリグリコール化Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、ポリオキシエチル化
脂肪酸グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリスチン酸イソプロピル
、オレイン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイン酸、イソステアリ
ン酸、中鎖脂肪酸と他の脂肪酸、並びにこれらの混合物からなる群より選択される１以上
の溶媒を含む、請求項３７に記載の製剤。
【請求項４０】
　外皮形成剤が、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カラゲナン、ゼラチン
、デキストリン、グアーゴム、キサンタンゴム、約５，０００ＭＷより高い重量平均分子
量を有する酸化ポリエチレン、デンプン、セルロース誘導体、及びこれらの混合物からな
る群より選択されるメンバーを包含する、請求項３７に記載の製剤。
【請求項４１】
　薬物が、ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡ
ＩＤ）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；
リドカイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキ
サメタゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノ
ール、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、トリフルリジン、
イドクスウリジン、ペンシクロビル，ファンシクロビル、シドフォビル、ガンシクロビル
、バラシクロビル、ポドフィロクス、ポドフィロトキシン、リバビリン、アバカビル、デ
ラビルジン、ジダノシン、エファビレンツ、ラミブジン、ネビラピン、スタブジン、ザル
シタビン、ジドブジン、アンプレナビル、インジナビル、ネルフィナビル、リトナビル、
サキナビル、アマンタジン、インターフェロン、オセルタミビル、リバビリン、リマンタ
ジン、及びザナミビルを含めた抗ウイルス薬；シクロピロクス、イミダゾール、ミコナゾ
ール、クロトリマゾール、エコナゾール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、スルコナ
ゾール、及びブテナフィン、ナフチフィン、及びテルビナフィンを含めたアリルアミン誘
導体を含めた抗真菌薬；並びにこれらの組合せからなる群より選択される、請求項３７に
記載の製剤。
【請求項４２】
　不揮発性溶媒系の外皮形成ポリマーに対する重量比が約０．２：１～約１．２：１であ
る、請求項３７に記載の製剤。
【請求項４３】
　固化する剥離可能層が、通常の皮膚及び周囲条件下での皮膚面への適用の１５分以内に
形成される、請求項３７に記載の製剤。
【請求項４４】
　固化する剥離可能層が、皮膚面への適用の４分以内に形成される、請求項３７に記載の
製剤。
【請求項４５】
　薬物の皮膚送達のための接着性外皮形成製剤であって：
　ａ）ケトプロフェン及びジクロフェナクを含めた非ステロイド性抗炎症薬（ＮＳＡＩＤ
）；ＣＯＸ－２選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；ＣＯＸ－３選択性ＮＳＡＩＤ及び薬剤；リド
カイン、ブピバカイン、ロピバカイン、及びテトラカインを含めた局所麻酔薬；デキサメ
タゾンを含めたステロイド；抗生物質、レチノイド、クロニジン、過酸化物、レチノール
、サリチル酸、イミキモド、湿潤剤、皮膚軟化薬、アシクロビル、トリフルリジン、イド



(8) JP 2008-501805 A5 2008.7.31

クスウリジン、ペンシクロビル，ファンシクロビル、シドフォビル、ガンシクロビル、バ
ラシクロビル、ポドフィロクス、ポドフィロトキシン、リバビリン、アバカビル、デラビ
ルジン、ジダノシン、エファビレンツ、ラミブジン、ネビラピン、スタブジン、ザルシタ
ビン、ジドブジン、アンプレナビル、インジナビル、ネルフィナビル、リトナビル、サキ
ナビル、アマンタジン、インターフェロン、オセルタミビル、リバビリン、リマンタジン
、及びザナミビルを含めた抗ウイルス薬；シクロピロクス、イミダゾール、ミコナゾール
、クロトリマゾール、エコナゾール、ケトコナゾール、オキシコナゾール、スルコナゾー
ル、及びブテナフィン、ナフチフィン、及びテルビナフィンを含めたアリルアミン誘導体
を含めた抗真菌薬；並びにこれらの組合せからなる群より選択される薬物；
　ｂ）ｉ）水、エタノール、イソプロピルアルコール、酢酸エチル、アセトン、これらの
混合物の群より選択される１以上の揮発性溶媒を含む揮発性溶媒系、及び
　ｉｉ）１以上の不揮発性溶媒を含む不揮発性溶媒系を含んでなる溶媒担体（ここで、不
揮発性溶媒系は、薬物が持続期間の時間にわたり治療上有効な速度で送達可能であるよう
に、薬物に関して作用可能な溶解度の範囲内にある溶解度を有し；そして前記１以上の不
揮発性溶媒は、グリセロール、約２００ＭＷ～８００ＭＷの重量平均分子量を有するポリ
エチレングリコール、鉱油、ワセリン、ヒマシ油、ｎ－メチルピロリドン、植物油、蜂蜜
、オレイルアルコール、ジプロピレングリコール、ソルビタンエステルのポリオキシエチ
レン誘導体、飽和ポリグリコール化Ｃ８～Ｃ１０グリセリド、ポリオキシエチル化脂肪酸
グリセリド、ジメチルスルホキシド、脂肪アルコール、ミリスチン酸イソプロピル、オレ
イン酸エチル、オイゲノール及びバラ油を含めた精油、オレイン酸、オレイルアルコール
、イソステアリン酸、中鎖脂肪酸を含めた脂肪酸、及びこれらの混合物からなる群より選
択される）；並びに
　ｃ）ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カラゲナン、ゼラチン、デキスト
リン、グアーゴム、キサンタンゴム、酸化ポリエチレン、ヒドロキシエチルセルロース、
エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチ
ルビニルエーテル及び無水マレイン酸の共重合体、ポリビニルアルコール－ポリエチレン
グリコール共重合体、メタクリル酸及びメタクリレートをベースとする共重合体（ポリ（
メタクリル酸）共重合体が含まれる）、メチルメタクリレート共重合体、メタクリル酸－
アクリル酸エチル共重合体からなる群より選択される外皮形成剤を含んでなり；
　揮発性溶媒系の蒸発に先立つ皮膚面への適用及び接着に適した粘度を有し、そして皮膚
面へ適用されると、揮発性溶媒系の少なくとも一部の蒸発後に固化する剥皮可能層を形成
し、ここで薬物は、揮発性溶媒系が実質的に蒸発した後で送達され続け、ここで標準の皮
膚及び周囲条件下で５分以下の乾燥時間を有し、ここで不揮発性溶媒系の外皮形成ポリマ
ーに対する重量比は、約０．２：１～約１．２：１であり、そしてここで固化する剥離可
能層は、割れること、裂けること、又は皮膚から分離することなしに、少なくとも１つの
方向において１０％まで伸びることができる、前記製剤。
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